
学生表彰制度は、学生の意欲高揚と大学の活性化を目指し、
研究その他の業績が顕著な者に表彰する制度です。
令和２年度学生表彰の受賞者は以下の通りです。

受賞者一覧令和２年度 学生表彰

表彰該当者

人間発達文化学類

永瀬　大紀

人間発達文化研究科
馬場田あや乃

業績 （主な表彰対象業績を記載）

地域社会において評価を受け 広く周知された行為を行った者

・性の多様性が尊重される大学・地域づくり、性的マイノリティ当
事者の居場所づくり
・福島大学にじいろサークル設立（代表）
・福島市内　ふくにじカフェ開催（代表）
・福島大学　性的マイノリティガイドライン作成への意見書提出
（取りまとめ）
・福島レインボーマーチ（実行委員）
・コープふくしま「LGBT 学習会」（講師）
・男女共同参画についてのあなたからのメッセージ展（一般の部　優秀賞）
入学と同時に福島へ来て、性の多様性について理解が広がってい
ない状況を知り、LGBT 当事者の生活のしづらさを感じた。その
状況を改善するために、LGBT をはじめとする人々の居場所づく
りを行い、また、多様な性についての理解を広げる活動に取り組
んできた。そしてメッセージ展においては賞をいただくことがで
き、さらなる理解啓発を行うことができた。性にとらわれず、だ
れもが生活しやすい大学・地域づくりに、一生懸命貢献してきた
ことから、ここに申請をする。

文化、芸術等の分野で社会的に評価の定まったものに入賞するな
ど、優れた業績をあげた者

1) 第 11 回　東京ピアノコンクール　一般 A 部門　第 1 位入賞
2）第 14 回 セシリア国際音楽コンクール リサイタル部門第 3 位
入賞
3）ヤマハ音楽能力検定　ピアノ演奏グレード 2 級合格
1）2）に参加し、第 1 位入賞 1 回、第 3 位入賞 1 回の成果を得ました。
これらはいずれも、国内有数の音楽大学専攻学生および大学院専
攻学生と演奏表現を競い、同等或いは凌ぐ高評価を受けたもので、
大変重要な業績である。3）は当該領域における難関オーディショ
ンであり、これまで合格者は東北 6 県は数人しかおらず、福島県
では初の合格者である。これらにより、馬場田あや乃さんを個人
表彰候補者として推薦する。



学生表彰制度は、学生の意欲高揚と大学の活性化を目指し、
研究その他の業績が顕著な者に表彰する制度です。
令和２年度学生表彰の受賞者は以下の通りです。

受賞者一覧令和２年度 学生表彰

表彰該当者

人間発達文化学類

金井　菜奈

人間発達文化学類

面川　美空

経済経営学類

渡邉　健志郎
エドガルド

業績 （主な表彰対象業績を記載）

スポーツの分野で優れた業績をあげた

第 70 回東北地区大学体育大会陸上競技　女子 200ｍ　25” 17　優勝
2020 年国公立大学陸上競技大会　女子 200ｍ　25 “31　優勝
第 47 回東北学生陸上競技選手権大会　女子 200ｍ　25 “12　優勝
第 70 回東北学生陸上競技対校選手権大会　女子 400ｍ　59 “51　
優勝

地域社会において評価を受け 広く周知された行為を行った者

・アシスト王（38 本 /8Game　合計：東北大学バスケットボール
リーグ 2018）
・最優秀選手賞（東北大学バスケットボール新人大会 2017、2018）
・新人王（東北大学バスケットボール新人大会 2017）
・東北学生女子選抜に選出され、日本学生選抜バスケットボール
大会 2018 で活躍
・東北大学バスケットボール新人大会（2017、2018）で福島大学
の選手として優勝

福島県浜通りの伝統行事である相馬野馬追祭りの活性化に向け、
自ら任意団体 Assoc を組織し、地元住民や国・件・民間シンク
タンクと連携しながら、またマクマイケル先生、前川先生の支
援をうけつつ、YouTube による情報発信等による今の福島を伝
える活動を行った。また、その一環として留学生の「相馬野馬
追特別ツァー」を企画し、留学生に野馬追、あるいは日本の家
庭を体験させることによって、国際交流の推進を図った。

スポーツの分野で優れた業績をあげた


